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院　長
福治康秀（ふくじ　やすひで）
1964年生まれ、那覇市出身、首里高校卒。

1993年琉球大学医学部卒、琉球大学医学部精神神経科入局。

95年那覇市立病院精神科、96年琉球大学精神神経科、2009年琉球病院精神科部長、2010年副院長

を経て2014年琉球病院長に就任。

日本病院・地域精神医学会理事。

l基本理念
この病院で最も大切なひとは医療を受ける人である

在宅医療シンポジウムIN浦添に参加しました
栄養管理室長　赤坂　さつき

ヨ土ご．－細山．．．■■’去る6月8日、浦添市保健相談センターにて（主催・南部地区歯科医師会、
シJJii義ふム榊共催・沖縄県歯科医師会）“在宅医療シンポジウム”テーマ「誤囁性肺炎の対

讐禦聖響きそ冨処とその予防」が開かれ・演者として参加させて頂きました0この依頼を受けた理由のひとつは、病院栄養士が臨床現場でどのような活動をし、いかにして

顎㌫禁議事：芸：二子ヶタと　在宅・地域へその取り組みを反映すべきか考えたからです。
りl■t鵬仙名】tt覇蓼山′一事　　　　一㌔▼・・1．トダニ＝．I I、斗　「∋lPIt貴：仙ロ＝ヒ収′丁ヽ胡ヽl虫lニ1一之Jゝ慮．Iサーrl　ヽサ■遮8プこ士「芹：rd；EA　′．1ヽI e、jT d、プログラムは「窮境性肺炎の診断と治療」について浦添市医師会（かじまや－

クリニック）山城将進先生の講話を皮切りに医療・介護・行政それぞれの立場
から各職種がシンポジウム講演を行う構成でした。
私のテーマは「安心・安全な食事」で幅広く広域なものでしたが県栄養士会

の先輩方に助言を頂き、出来るだけ一般の方にもわかりやすい内容になるよう
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「安心・安全な食事とは？」健康な人にもあてはまる　①品質のよい食材を使って衛生的に調理され

たものを食べる　②体の調子にあわせた食事をとることを解説。また③摂食機能にあわせた食事を柱
とし、囁下のしくみ・とろみ調整食品の使用法・当院の囁下調整食・必要栄養量の目安等を紹介し
ました。

シンポジウムでは南部歯科医師会（湖城歯科クリニック）湖城秀久先生より「訪問診療時、統合
失調症患者さんへの対応で注意する点、詰め込みのリスクがある場合」について質問があり、食べ
方のスピード調節（一口量の調整・お皿を一皿ずつ提供・介助者が声かけを行う等）を提案させて
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頂きました。
さらに、食事は生活意欲向上にも繋がるが、最近は世帯

構成が（独居・高齢者のみ等）変化しているため退院後の
生活を健康で安心して過ごすことが困難になってきている
ことも問題点として挙がりました。
8月21日に行われた懇談会では、松本哲治浦添市長をはじ

めシンポジウム講演者・浦添市地域支援課の方々と意見交
換をさせて頂きました。各専門分野の知識・経験を情報共
有することで「歯科受診・検診」や「口腔ケア・囁下体操」
が摂食・囁下機能低下を防止し誤喋性肺炎の予防に繋がる
と改めて学びました。

このような経験を活かし当院での多職種連携に努め、在宅・地域医療へ情報発情ができるよう取
り組みたいと思います。

・一般精神科

・こども心療科

・物忘れ外来

・アルコール依存症等外来

・精神科病棟　181床

・認知症　　　　　50床

・アルコール　　　54床

・児童思春期

ユニット　　　　　4床

・重症心身

障がい　　　　　80床

・医療観察法　　　37床

那覇市からのアクセス

路線バス／那覇旧S（下り）または名護BS（上り）より沖縄パス
「77番名護乗組浜田バス停下車徒歩3分

自動車／那覇市から40分
沖縄自動車道道金武インターから名護向け5分

●地域医療連携室だより
7月からアルコール家族教室のプログラムがリニューアルしています。CRAFT（クラフト：イネープリング行為

を減らし、コミュニケーション方法を改善することで相手との関係性を変えるためのトレーニング）を導入していま

す。家族の負担が軽減すること、本人が病院を受診すること、本人の依存行動が変わることを目的としてます。大切な

人のアルコール・薬物問題で悩んでいる方の参加をお待ちしております。お闘い合わせ：北1病棟、地域医療連携圭

10月27日現在

児童思春期ユニット
2床

※入院予約に関するお問い合せは地域医療連携圭へご相談下さい。

お問い合わせ時間
8：30～17：15（土・日・祝日以外）
TEL：098－968－2133（代）

内線：231・234
FAX：098－968－7370

地域医療連携室直通

〒904－1201沖縄県国頭郡金武町金武7958－1　　代表電話　098－968－2133
http：／／www．hosp．g0．jp／～ryUkyul／　FAX O98－968－2679

地域医療連携室
FAX 098－968－7370
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I治療抵抗性精神疾患への医療 
クロザピンの治療状況 

㊨■　　　　平成22年2月に1例日の投与を開始し、全症例は123例になりました。9月の新規導入は2例でした。重度の精神症状 

琉球病院　　を持った患者様が回復され、その退院数も50例を超えています。クロザピン専門外来も3回／週行っており、患者様の 

蒜蒜還　ご相談をお待ちしています。 

迷夢言m吉宗㌘慧艶瞞院麻酔科。ご協力の下、m－E。Tによる治療を行ってお。ます。平成26年9月。治療実績3例 
であり、各症例とも改善傾向が認められております。 

lこども心療科 
＜研修会のお知らせ＞『アートセラピー　～アートの力を借りる～』 

日時：平成26年12月12日（金）14：00～16：30　（受付：13：30～）　場所：琉球病院研修棟3階研修室　定員40名（先着順） 
講師：荒木　登茂子先生（元　九州大学大学院医学研究院教授） 

日々の業務に追われて患者様と向き合うことを忘れがちな臨床現場において、非言語的な関わりにより見えてくる「何か」を学び、 
新たな治療関係構築を探ってみませんか。長年、九州大学心療内科で箱庭療法、サークルドローイングなどアートセラピーを用いて長 
年臨床に携わった荒木先生に臨床現場においていかに芸術療法を用い、それを解釈していくか講演していただきます。 
【申し込み・お問い合わせ先】　Sinri＠ryu－ryukyujp野村 

l認知症医療 
＜第1回家族会開催を終えて＞ 
H26年9月18日（木）の15時から1時間、中Ⅰ病棟に入院されている患者様のご家族を対象に家族会を実施致しました。今回初めての 

家族会でしたので、当掛ま緊張した面持ちでいらっしゃいましたが、職員からの認知症高齢者へのケアの10原則（相手のペースに合わ 
せる、説得より納得を図る、など）を説明していると、次第に打ち解け「家では排梱をして落ち着かなくて困った」「夜なかなか眠ってく 
れなくて大変だった」「家に閉じこもってばかりになり、これまで出来ていたことがだんだん出来なくなってきた。介護する方もどうし 
たらよいのか分からず不安だった」というエピソードをお互いに語り合い、情報共有されていました。 

ご家族の皆様は今後在宅で介護を継続される方々もいらっしゃるため、様々な不安を抱えていると思います。今後も家族会を継続実 
施し、家族間の交流だけでなく、医療・看護・介護の分野からご説明できる内容を発信していきたいと考えております。 

l重症心身障がい児医療 
当病棟におきまして、行動障がいを有する利用者さんを中心にケアを行っておりますことは、何度かこの琉球マンスリーの中で触れさ 

せて頂いております。今回は、行動陣がいの要因について考えたいと思います。行動に問題が生じることの要因としては、大きく分類する 
と3つの要因があると言われています。1つ目は、脳の機能障がいによる行動の偏り（多動性、衝動性、強迫性、注意の障害、自閉症など）です。 
2つ目は、重度の知的陣がいによる理解や意思伝達の困難さです。3つ目は、精神的疾患の合併です（重症心身障害療育マニュアル第2版よ 
り引用）。この要因のうち、3つ目は医療的な介入として、服薬治療等が必要になってきます。しかし、1つ目，2つ目の要因に関しては、周囲の 
職員の病態に関する知執、病態を伴う個々人に対する理解が必要不可欠となります。「障害者総合支援法」では、陣がいを持つ全ての人へ、 
個別性を持ったケアを提供することが大切だとうたわれています。当病棟におきましても、個別性を持ったケアが実施できるように、利 
用者の方の理解を進めていきたいと思います。 

lアルコール・薬物依存医療 
平成25年5月27日、アルコール依存症の新しい治療薬「レグテクト」が発売となりました。レグテクトは、アルコール依存症の方の強 

い『飲酒欲求』を直接和らげてくれる作用があります。当院では9月現在、外来通院の患者様60名、入院中の患者様25名の方が服用され 
ています。内服している方は「飲酒欲求が軽減した」と話され、再飲酒の抑制につながっています。当院での実際の効果を判定するため 
の調査を行う予定です。患者様へは、適宜導入をすすめています。断酒が困難な方は、ぜひ外来を受診し相談して下さい。 

＜各種研修会＞ 
平成26年10月20日に、北部保健所主催のアルコール関連問題地域職員研修会にて、アルコール病棟福田医長が「アルコール依存症の 

理解と対応」の演題で講演を行いました。北部地区の医療機関、行政等32名の参加がありました。また、平成26年10月29日、中部福祉保 
健所主催のアルコール関連問題地域職員研修会にて古川看護師長が「アルコール関連問題の基本的理解と初回相談対応について」の演 
題で講演を行いました。11月6日には、北部医師会主催にて、アルコール病棟福田医長が「アルコール健康障害対策基本法　断酒支援と 
減酒支援」という演題で講演します。このように、地域でのアルコール問題対策のために、当院では積極的に講演を行っております。 

［包括的地域精神医療（ACT） 
10月の台風は勢力が強くなるとの事ですが、大型台風の19号は沖縄県を通過し、本土へ上陸しました。沖縄県でも農作物の被害が出 

ています。利用者やご家族の方々は被害はなかったでしょうか。そのような話を訪問看護で行なう事があります。訪問者頚時に季節や 
最近の出来事を世間話として話す事は、利用者の季節感を感じる機会にもなります。周りの環境の変化をどのように思っているか、季 
節ではどの季節が好きか、何故好きなのか等過去の楽しい体験を語る良い機会になります。なかなかコミュニケーションが取りずらい 
利用者との会話がスムーズになります。訪問看護は、自宅への訪問を受け入れて貰えて、始めて成り立ちます。医療者側が意図すること 
を確認するために一番聞きたいことを何気ない会話の中から聴けるようなることは大切です。地域で安定した生活が送れるよう日々 
地域を駆け回っています。 

l臨床研究部活動状況 

【琉球病院・国頭郡周辺地区における重症精神障害者への多職種アウトリーチチーム支援　○ 
に関する研究（ローカルモデル）】 �8 � 

長期入院患者9名に対し、退院後R－ACT（RYUKYU－ACT）によるアウトリーチを実施し、 �7 6 � 
ローカル型アウトリーチモデルの構築に向けて取り組みを開始しました。今回は、退院後6 �き � 

ヶ月のR－ACTの支援状況をご報告します。対象となった患者様には、退院4ケ月前から退 院後の生活についてMDT面接を開始し、退院後患者様とのコンタクト回数は図1のように �4　　　　　■－！舌・対面 …．暮，　　　■対象鐘赦 � 

なりました。退院後ひとりあたりの電話・対面でのコンタクト回数は5回程度で推移し、退 �ニ　t■ � 
、院6ケ月後は7・4回になりました。ほか・近場の対象者は頻回に訪問できましたが・遠方では　篭等葦等軍冨冨写冨冨 週1回の訪問頻度でした。　　　　　　　　　　　　　寸の“－′ 

〒904－1201沖縄県国頭郡金武町金武7958－1　　代表電話　098－968－2133　　　地域医療連携室
http：／／www．hosp．go．jp／～ryukyul／　FAX O98－968－2679　　　FAX 098－968－7370


